
グループホームくらし

【　事業所概要（事業所記入）　】 【　事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）　】

令和5年12月28日

【　外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）　】

【　評価機関概要（評価機関記入）　】

○ ○ ①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない

○ ①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度

○ ③たまに
④ほとんどない

○ ①大いに増えている

○ ②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない

○ ○ ①ほぼ全ての職員が
②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
○ ②利用者の２/３くらいが

③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族等が

○ ②家族等の２/３くらいが
③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

○

66
職員は、活き活きと働けている。
（11,12）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

58 65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,20）

59

57

利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている。
（参考項目：38）

④ほとんどいない

62

61

60

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている。
（参考項目：49）

②利用者の２/３くらいが
①ほぼ全ての利用者が
④ほとんどいない

③利用者の１/３くらいが

利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる。
（参考項目：28） ④ほとんどいない

②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが

④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

①毎日ある
②数日に１回程度ある

②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが

①ほぼ全ての利用者が

③たまにある

②利用者の２/３くらいが

56

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

ユニット名（　　　　　　　　　　　　　　　）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向をつかんでいる。
（参考項目：23,24,25）

環境・福祉事業評価センター

長野市南高田２丁目５番地16

②利用者の２/３くらいの
③利用者の１/３くらいの

項　　目

安曇野の雄大な自然に囲まれた山紫水明の地にグループホームくらしがある。まわりを田畑に囲まれ四方の風
が吹きわたる。施設裏に菜園があり利用者は身体能力に応じて四季折々の作物を作り食事に提供され、食卓を
にぎわしている。利用者は少しの支援でほぼ自立した生活を営むことができ、グループホームとしての理にか
なった運営がされている。すぐ隣に老健施設が併設されており、医師、看護師が駐在しているので、医療看護の
支援を容易に受けることができる。看取りは行わず一定のレベルを低下した場合は、ほかの介護施設への転居
について支援を行っている。看取りがないことで職員の精神的負担が軽減している。食事は利用者の希望に沿
いながら職員と一体になって作られておりバランス、好みが反映されている。手作り感があり体調による応用もき
く食事である。施設内の清潔が行き届き、何より利用者の笑顔と会話がはすむこと、歌声が、居心地の良さを物
語っている。

④ほとんど掴んでいない

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

①ほぼ全ての利用者の

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　※項目№１～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します。ユニットが複数ある場合は、ユニットごとに作成してください。

令和5年10月24日

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

評 価 機 関 名

所 在 地

訪 問 調 査 日

作成日 令和5 年11月9日(別　紙）

2072900349

社会福祉法人　幸充

グループホームくらし

自己評価及び外部評価票

当ホームは、一人一人が生活の中に楽しみや役割を持ち、家族の一員としてその人らしく生活できる環境作りに
力を入れております。好きなこと、得意なことをすることによって、認知症を持たれる方でも互いに助け合いなが
ら、当たり前の生活を送ることができています。そのため、私達職員は過剰な介助はせず、ご利用者個々の好き
なこと、不得手なこと、できる力を見極る視点を大切にしながら、必要最小限のお手伝いをさせて頂いておりま
す。畑仕事、買い物、外食、外出など、外に出る機会が多いことも、ご利用者の楽しみとなっています。日々の体
調管理は、各主治医と連携し対応させていただいております。受診につきましては基本、ご家族対応となってお
りますが、受診後にご自宅に寄る、外食するなど、ご家族との時間も楽しまれています。突発的な体調不良時
は、併設老健の医師、看護が随時対応し、安心してお過ごしいただける環境にあります。

北安曇郡松川村南神戸4360番地19

※事業所の基本情報は、長野県介護サービス情報公表システムで閲覧してください（↓このＵＲＬをクリック）

基本情報リンク先

事 業 所 番 号

事 業 所 名

法 人 名

令和5年9月21日

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/20/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2072900349-00&ServiceCd=320&Type=search

評価結果市町村受理日自己評価作成日

所 在 地
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